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Quality Assurance of English Proficiency at Universities
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英語検定試験の利用と換算表
─大学における英語能力の質保証─

鈴木 久男1)＊＊，佐々木 伸2)

1)北海道大学大学院理学研究院

2)熊本学園大学商学部

Abstract─ This study examines the admission requirements for English language proficiency at U.S., U.K.,
and Australian universities. Although institutions accept multiple English proficiency tests, the score
conversion methods vary among universities and from the official published guidelines. Therefore, we
propose a comprehensive conversion table. This table is grounded in the Cambridge English Scale and the
Common European Framework of Reference for Languages (CEFR). It incorporates scores from widely
accepted tests such as IELTS, TOEFL iBT, Duolingo English Test, and PTE-Academic, as well as EIKEN,
GTEC, TEAP (CBT), and TOEIC, which are common in Japan. The table spans the CEFR levels ranging
from A1 to the uppermost limit of C1, offering particular utility for those at the A2 and B1 levels, which are
the most common levels among Japanese high school students. This conversion table can serve as a helpful
resource for university admissions and for grading English courses at the university level.

(Accepted on 9 January 2024)

1．導入

グローバル化の中で，英語能力はグローバルに情
報を収集し，活躍していくためのツールである。
Society 5.0 社会（日本経済団体連合会，2018）にお

いて，多くの社会人には AIやロボットに取って代
わられることのない，新しい価値を創造してく資質
が期待されている。そのためにも世界的な調査や多
様な文化・経歴をもった人々との交流が必要とされ，
英語能力向上は重要な教育課題の一つである。
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Education First（EF）社が実施するテストの結果に基
づいて算出される English Proficiency Index（EPI）に
よれば，2022 年に日本の順位は 111ヶ国・地域中 80
位となり，前年よりも低い結果となった（Education

First, 2022）。対象となる国・地域の数が毎年変化し
ているため，順位の低下をもって日本全体で英語能
力が低下したとは結論できないが，英語能力の向上
が重要な課題であることは論を俟たないだろう。む
ろん英語能力向上にあたっては 2020 年より実施さ
れている新学習指導要領において，小学校からの英
語授業導入や，⽛話す⽜，⽛書く⽜能力の向上を重視す
るなどの改革が進められている。大学教育は多くの
学生にとって最終的な教育であることから，大学教
育においての英語教育の重要性は一層増していると
もいえる。大学教育の中での英語能力向上のために
は，英語で開講する授業の導入等がなされてきたが，
専門課程の授業を英語で行うことは日本人学生に
とって高い障壁になってしまうなどの弊害も生じて
いる（森住, 2015）。もともと英語学習には長い年月
がかかるので，大学教育で行うことにも限界がある
のと同時に，⽛話す力⽜，⽛書く力⽜が極端に低いため，
英語での授業における，聞き取り，ノートテーキン
グに直接的な支障が生じることとなる。
学力の可視化が叫ばれる中で，外部からの客観的

指標の導入は，英語能力の可視化につながり，学生
自身の能力の客観指数としてだけでなく，英語教育
向上のための内部質保証制度の構築のためにも有用
であろう。事実大学における英語運用能力の客観的
指標として，英語資格・検定試験が用いられること
が多い。ただし，多くは安価な 2技能試験となって
いるが，英語 4技能教育の可視化のためにも 4技能
英語資格・検定試験の導入が望ましい。むろん，2
技能試験であっても TOEICのようにビジネスに有
用な試験もあるが，これらはキャリアサポートとし
て用いるべきであり，英語運用能力の測定には 4技
能試験が最も適していると考えられる。
大学での利用の参考として，入試での利用につい

てみていこう。英語 4技能試験の入試での利用につ
いては，入学者選抜への導入が試みられた。文部科
学省は 2020 年度実施の大学入学試験より，英語 4
技能を適切に認定するため，民間事業者実施の英語
資格検定試験の利用を求めた。しかし 2019 年に，

経済的・地理的格差が解消されないことから，導入
を見送った経緯がある。2019 年には，⽛大学入試の
あり方に関する検討会議⽜が設置され，2020 年には
日本学術会議において⽛大学入試における英語試験
のあり方についての提言⽜（日本学術会議，2020）が
出された。この中において（1）⽛4技能⽜を切り分け
て入学試験を課すことの問題点，（2）⽛書く⽜，⽛話す⽜
力を，大規模な入学試験で計測することの問題点，
（3）民間試験を大学入学共通テストの枠組みで実施
する上での問題点，（4）CEFR（欧州言語共通参照枠）
を入学試験に用いることの問題点，（5）検討のあり
方にかかわる問題点，などが指摘された。そして提
言としては，共通テストの枠内に組み込まず，4 技
能試験については各大学が必要に応じて実施し，民
間試験の利用は大学が個別に判断するとした。しか
し，大学側にとって 4技能測定は多大な労力を要す
るため，大学独自での実施は事実上困難である。ま
た異なる英語資格・検定試験の相互の換算をどのよ
うに考えたら良いのかについて指針が曖昧である。
大学入試において検討された多くの問題は，高等

教育での利用と共通するものである。とりわけ，地
方大学での利用は，経済的・地域的格差から不利と
なると考えられる。しかし，2019 年に問題となった
4 技能試験の地域的格差について 2023 年現在では
やや解消されつつある。それは，コロナ禍を経て，
多くの英語試験でオンライン受験の導入が進んだと
いうことである。また，Duolingo English Test（DET）
のように，オンラインでしかも安価に受験できる英
語試験が登場してきたこともある。実際，後でみる
ようにアメリカの多くの大学で IELTSや TOEFLな
どと並んで DETが英語能力要件として認められて
いるのである。このように以前のような英語試験に
おける経済的・地域的格差問題が解消されつつある
今，英語試験について学士課程入学や学士課程での
英語能力向上のための導入について再検討しても良
いと考えられる。
現在，英語 4技能試験の成績を単位化し，学生の

英語能力向上に役立てている大学は少なくない。こ
うしたとき問題となるのは，成績のグレードとの対
応である。たとえば CEFRの分け方は大変大まか
であるので，あるレベルにかろうじて届くくらいの
学生はあえて上位のレベルに届くまで勉強する意欲
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はなくなってしまう。実際 CEFRのレベルを変え
るためには多くの勉強量が必要である。また，ある
ランクまであとわずかの得点の学生にとっては，そ
れよりかなり得点が低いものの同じ CEFRのラン
クの学生と同等に捉えられてしまうのは不公平でも
ある。また，海外の大学の入試においても，CEFR

のような大まかな分け方では，英語能力の優劣は付
けがたく，より詳細な区分けをした上で英語資格・
検定試験の換算表が必要となる。むろん，一番の問
題と考えられるのは，各種試験の換算についてであ
る。しかし，海外ではすでに多くの英語 4技能試験
を用いての大学入試や大学院入試が行われている。
そのため，ここで海外の入試での利用について調査
検討を行い，日本の実状にあった形の換算表を作成
することは，高等教育における英語資格・検定試験
の利用あるいは入試への導入にとって有用であると
考えられる。
本稿の目的は，海外における英語資格・検定試験

の換算表の利用について調査し，日本の実状に合わせ
た換算表の作成とその利用法を見ていくことである。
次節では，相互の換算について考察するため，海

外の学士課程入試で導入されている英語・資格検定
試験について，換算がどのように行われているかを
みる。特に TOEFL iBTと IETLSについて，多くの
大学において公式発表の換算表とやや異なる換算と
なっていることを見る。3 節では，換算表が大学に
よって異なる理由を考察するため，順位パーセント
に基づく比較について一例を見る。4 節では内挿曲
線により各種英語資格・検定試験に対して，CEFR

レベルに基づくスコアの換算表を作成し，大学での
利用法を提案する。換算表作成の技術的な詳細は付
録にまとめる。最後に 5節で本稿の内容をまとめる。

2．英語圏の大学における英語資格・
検定試験の学士課程入試での
利用について

2.1 用いられる英語資格・検定試験の種類

英語圏の大学で学ぶために英語能力は必須である
ため，各大学は 4技能試験を用いて英語能力を測定

し，入学のための最低要件を試験ごとに設けている。
この最低要件を比較することで，英語資格・検定試
験ごとのスコアの換算を，各大学がどのように考え
ているのか読み取ることができる。
コロナ禍での減少を別として，世界的に留学生数

は増加を続けており，中でもアメリカ，イギリス，
オーストラリアが人気である。そこでこの 3か国に
おける学士課程入学のための英語能力要件を比較し
ていく。
最初に現在世界最大規模である IELTSである。

IELTSは，高等教育機関への入学のみならず，移民
審査，就職資格などに用いられており，2022 年には
年間 350 万人程度が受検している。これには
General Testと Academic Testがあるが，海外の大学
での入学要件に用いられるのは IELTS Academicで
ある。他方，アメリカ型の TOEFL-iBTに加えて，
Duolingo English Test（DET）が加えられつつある。
また，イギリス型教育システムは世界で最も普及し
たシステムであり，ケンブリッジ英語検定による
Cambridge English Scale（以下ケンブリッジスケール
と呼ぶ）あるいは CEFR基準が有名である。なお，
イギリス型では PTE-Academicが普及しており，イ
ギリスやオーストラリアの多くの大学の他，アメリ
カの一部の大学で用いられているがここでは考慮し
ないことにする。

2.2 公式の換算表

これらの各種試験の実施主体からは，互いのスコ
アの換算表が公式に示されているものがある。例え
ば（ETS, 2010; Cushing & Ren, 2022; Cardwell et al.,

2023; Cambridge Assessment English, 2019b）では
TOEFL iBT，DET，ケンブリッジスケールそれぞれ
と IELTSのバンドスコアとの換算が与えられてい
る（表 1）。DETについては 2022 年から 2023 年に
かけて，IELTSとの対応に大きな変更があったため，
両年度の数値を掲載している。
このように各種試験同士の換算については公式に

その対応関係が与えられているが，入試における要
件として複数の資格・検定試験の利用を認めている
大学においては，必ずしもこれらの換算表が用いら
れているとは限らず，むしろ大学ごとに独自の換算
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を用いていることが多い。以下，各国の換算の傾向
を見ていく。なお，以下では各大学の 2022 年度に
おける入試要件を検討対象とするため，DET と
IELTS との対応についても現行のものではなく
2022 年度の数値を用いることとする。

2.3 アメリカでの換算の傾向

アメリカの多くの大学では，入学時には専攻をき
めておらず，3 年次進級までに専攻を決めるという
リベラルアーツ型である。そのため，入学時の最低
要件も専攻別などでなく，大学として一括の基準と
なっている大学が多い。今回 US News & World

Report（2021 年度）におけるランキング上位大学を
中心に 50 校の調査を行った。ただし，州立大学の
中には，州内の大学すべてで同一基準としていると
ころと，大学ごとに基準を作っているところもある
ため，全体としての大学数として不定性があること
にも注意しておく。しかしそれでも全体の傾向は大
まかに認めることができる。現在ほとんどの大学が
Webで入学要件を公開しており，特に留学生につい
ての最低要件は，ほぼすべての大学で公開している。
2022 年度について例外としては以下の大学がある。
まず，ハーバード大学は英語試験の提出は求めてい
ない。またスタンフォード大学では，英語試験でな
く SATまたは ACTの試験スコアの提出を求めてい
る。ノースウエスタン大学，フロリダ大学，カリフォ
ルニア工科大学では公表されていなかった。逆に言
うとそれら以外は見つけることができた。2022 年

の時点で IELTS と TOEFL iBT に加えて DET を認
めているのは 32 大学であった。これには，マサ
チューセッツ工科大学やコーネル大学，コロンビア
大学などのアイビーリーグ大学が含まれており，
DETの採用は英語要件の低い大学だけに限らない。
まず傾向として IELTSスコアを 6.5 としている

場合，TOEFL iBTスコアは 79 または 80，DETでは
105 というほぼ公式のものとなっている。州立大学
の多くはこの換算レートである。ただし，DETにつ
いては UCバークレーのように 115 とするところも
ある。他方選抜性が高く，IELTSスコアの基準を 7
としている大学については，TOEFL iBTスコアは公
式よりやや高い 100 としている大学がほとんどであ
る。ただし，MITでは 90 と公式に近い。また，MIT

を含む 5大学においてケンブリッジ英語検定の利用
を認めているがいずれも公称値のものである。
IELTSスコアの基準が 6という大学はランキング上
位を中心にしたせいかあまり多くは調べられず，こ
のため一般的な傾向を言うことはできない。ただ
し，調査したブルックリンカレッジでの換算は公式
のものであった。

2.4 イギリスでの換算の傾向

イギリスの多くの学士課程は 3年で，入学時に専
門が決定している。そのため，専攻ごとに基準が異
なる大学も多い。それらの換算表が大学で管理され
ていることが多いので，大学による IELTSとの換算
表がわかることになる。
イギリスについてはランキング上位を中心に 20

大学について調べた。IELTSスコア 7を基準として
いる大学のほとんどはアメリカ同様 TOEFL iBTス
コアが 100 となっているが，IELTSスコアが 6.5 の
大学では，90 となっている大学がほとんどでありア
メリカの大学より高く設定している傾向が見られ
た。IELTSスコアを 6.5 としている大学 11 校中，
TOEFL iBTスコアの基準を 80 としているのがわず
か 1校であった。ウォーリック大学では，各種試験
のスコアごとの互換表を公表しているが，どのレベ
ルでも IELTSスコアに対応する TOEFLスコアは高
めに設定されている。この傾向はマンチェスター大
学でも同様だが，シェフィールド大学では公式のも
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表 1 IELTSと各種スコアの換算表

IELTS
Band

TOEFL
iBT

DET
（2022/2023) ケンブリッジスケール

9.0 118 155/160 209
8.5 115 145/160 205
8.0 110 135/150 200
7.5 102 125/140 191
7.0 94 115/130 185
6.5 79 105/120 176
6.0 60 95/105 169
5.5 46 85/95 162
5.0 35 75/80 154
4.5 32 65/65 147
4.0 － 55/55 142



のと同じ換算表を公表している。DETを採用して
いるのは 7校とアメリカに比べて比率が少ない。ま
た，ケンブリッジ英語検定はほぼすべての大学で認
められている。

2.5 オーストラリアでの換算の傾向

オーストラリアもヨーロッパ型であり，学士課程
は 3年で，入学時に専門が決まっている。そのため，
入試要件は専門ごとの公表となる。ただし，大学と
して換算ルールを決定して公表しているところも多
い。
やはり有名校を中心に調査したこともあって，

IELTS 6.5 に対応する TOEFL iBT スコアを 79-85
とする大学がほとんどであった。IELTS 6 に対応す
るものも，ほとんどが公式の換算に従っていたが，
タスマニア大学やフリンダース大学では TOEFL

iBTスコアを 72 と高めの点数にしている。

3．IELTSと TOEFLの
順位パーセントによる比較

2 節でみたように，TOEFL iBTや IELTS，DETな
どは対応についてスコアの相関に基づく研究がある
ものの，多くの大学ではこの公式の対応と別の対応
を用いていることがわかる。他方，TOEFL iBT と
IELTSは受験者数が非常に多いため，順位パーセン
トでの対応も有用であると考えられる。実際それぞ
れのテストは傾向が異なるため完全な比較は困難な
のである。そのような対応の例として，アメリカの
大学アドミッションでは ACTと SATのテストの順
位パーセントに基づく換算表が利用されている。こ
れらの換算表が認められている背景には，双方を受
験した生徒のスコアの相関よりも順位パーセントで
の比較が自然であると考えられていることがある。
すまわち，生徒は ACT，SATいずれのテストを受験
してもよいが，その中での相対的な成績を見れば生
徒の学力の証拠として機能すると考えることができ
るためである。
そこでここでは，IELTSと TOEFLの公開されて

いるデータに基づいて，順位パーセントによる比較

をしてみよう。IELTSは 2022 年のデータ（IELTS

2023），TOEFL iBTは 2021 年のデータ（ETS2022）
を用いて比較してみよう。受験目的や受験者の属性
ごとの順位パーセントがそれぞれ公開されているも
のの，残念ながら両者に共通する項目がない。そこ
で比較的近いと考えられる集団として，IELTSは
⽛3ヶ月以上の高等教育コースのため⽜に受験した集
団，TOEFL iBTは⽛大学の学部学生⽜の順位パーセ
ントを取り上げ，その一部をそれぞれ表 2，3に示す。
ただし IELTSの元データでは各バンドスコアに該
当する受験者数の割合が示されているが，その合計
が 100％にならないものが存在する。これはおそら
く丸め込み誤差に起因すると思われるが，この表に
は元データから算出された数値をそのまま掲載して
いる。
この表から両者のスコアの対応を考えると，

IELTSバンドスコア 7.0 は TOEFL iBTスコアでは
104 点から 108 点の間に相当し，IELTS 6.5 は
TOEFL iBT の 100 点に相当することが分かる。こ
の対応は，公式のものと異なり，イギリスの多くの
大学で用いられている対応表に近いものになってい
ることがわかる。
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表 2 IELTSスコアと順位パーセント

IELTSバンドスコア 順位パーセント（％)
9.0 99
8.5 99
8.0 98
7.5 94
7.0 85
6.5 72
6.0 52
5.5 27

表 3 TOEFL iBT スコアと順位パーセント

TOEFL iBTスコア 順位パーセント（％)
120 100
116 99
112 95
108 89
104 81
100 72
96 62
92 54
88 46



4．英語資格・検定試験の換算

2 節においてアメリカ，イギリス，オーストラリ
アの大学においては，必ずしも公式値通りの換算と
は限らず，大学ごとの方針によって比較的自由に換
算をしていることを見た。そのため，日本の大学に
おいて 4技能試験を導入する場合にも，必ずしも公
式のものにこだわる必要はないことがわかる。ただ
し，日本の英語 4技能試験では別の事情が発生する。
第一には，対応の証拠についてである。海外のテス
トでは，同時受験による比較データとともにおおよ
その公式の換算表が公表されている。日本学術会議
（2020）が指摘しているように，CEFRレベルの判定
は Can do文に基づいているため原理的に曖昧さを
孕んでいる。ただし英語圏で実施されている試験に
ついては，CEFRとの直接の対応ではなくむしろケ
ンブリッジスケールとの対応，あるいはそれと対応
づけられた IELTSとの対応に基づいて CEFRレベ
ルの判定がなされている。つまり CEFRレベルの
判定には，ケンブリッジスケール，あるいはそれと
の対応が確立した他の試験との平行テストなどによ
る比較値を根拠として公表することが必要不可欠で
ある。しかしながら，日本固有の英語資格検定試験
のほとんどにおいて，対応値の根拠が公表されてい
ない。そのため，各検定試験の CEFR区分を用いる
ことの妥当性が十分でないことである。
第二に，公開されているのが CEFRの区分のみで

あることである。たとえば⽛平成 29 年度英語力調
査結果（高校 3年生）概要⽜（文部科学省，2018）に
よると，高校生のほとんどが A1，A2，B1レベルで
ある。大学レベルでは大学ごとにさらに分布幅が狭
くなることが考えられる。そのため，現行の英語授
業の成績に代えて 4 技能試験を用いるときには，
CEFR区分の対応だけでは今までの英語成績の分布
を再現するのに不十分である。
これらの欠点は，できるだけ細分化された換算表

を用いることによって緩和される。すなわち，細分
化された換算表を用いれば CEFRのボーダーライ
ン点数が仮に少しずれたとしても，換算での点数の
ずれも少ないため，影響は少ない。このことから，
日本の多くの検定試験におけるボーダーライン点数
の根拠の不確定性の影響は少なくなる。また，細分

化された換算表を基にした得点において，相対評価
などをすることにより，現行の成績分布に近づける
ことができるのである。
このようなことから，本稿では各種英語資格・検

定試験の統一的な換算表を作成することにする。換
算の対象とする試験については，前節までで見てき
たケンブリッジ英語検定，IELTS，TOEFL iBT，DET，
PTE-A の他，実用英語技能検定（英検），GTEC，
TEAP，TEAP CBT，TOEIC L＆ R/S＆Wを取り上
げる。以下でこれらの試験の概要と，換算表作成に
おける基本的な考え方を述べる。

4.1 ケンブリッジ英語検定

ケンブリッジ英語検定は国際的に通用するアカデ
ミック英語を含む留学資格として用いられるスタン
ダードである。ケンブリッジ英語検定では測定の精
度を上げるため CEFRのランクごとに試験が行わ
れ，各試験の点数は共通のケンブリッジスケールに
より表される。一般および高等教育向けの試験とし
ては A2 Keyから C2 Proficiencyまでの 5 段階の試
験があり（Cambridge Assessment English, 2019a），た
とえば B2 First では主にケンブリッジスケール
160～180 点までの測定がなされる（表 4）。B2 First

は英語圏の大学に入るのには不十分であり，
Foundationコースという，大学予備コースへの入学
資格のために使われる。一方で例えば C1 Advanced

ではケンブリッジスケール 180～210 点までの測定
がなされ，大学入学資格として用いられる（表 5）。
CEFRレベルとの対応は全ての試験において共通で
あり表 6の通りである。
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表 4 B2 Frist における評価とケンブリッジスケールおよび
CEFRレベルの対応

ケンブリッジ
スケール B2 Firstでの評価 CEFR

180-190 A C1

173-179 B
B2

160-172 C

140-159 Level B1 B1



4.2 その他の資格・検定試験の特徴

まず，世界的に認知されている英語試験からみて
いこう。最も受験生が多いのは IELTS である。
IELTSの試験には 2種類あるが，英語圏の大学で学
ぶための能力測定には IELTS Academicテストが該
当する。IELTS Academic はペーパーテスト，コン
ピュータテストの他，オンラインテストも始まって
いる。

TOEFLは，Test Of English as a Foreign Languageの
略で，主として留学するための試験となり，アカデ
ミック英語色がもともと強いと言える。主にアメリ
カ英語ということもあり，ヨーロッパの大学では，
IELTS，アメリカの大学では TOEFLといった傾向
はあるが，留学生は自分にあったテストを受験する
傾向がある。

PTE（Pearson Test of English）Academicは，日本で
の知名度は低いが，世界的に非常に多くの大学の入
試要件としても採用されており，イギリスやオース
トラリア，ニュージーランドの Visa取得要件とし
ても採用されている。ただし，アメリカの州立大学
クラスではまだ採用していないところも多い。

DETは，コンピュータベースの完全オンライン試
験でありながら，AI技術によって測定効率を上げ
ると共に，剽窃等を防止していることから，近年ア
メリカの大学を中心に資格として導入されてきた。

コロナ対応で一時的に採用するという動きであった
が，結果が良かったせいか，アメリカの州立大学の
他スタンフォード大学や MITなど非常に多くの大
学で採用されてきている。テスト理論に基づく問題
の選択をしていくので短時間で効果的な判定が可能
となっているほか，何よりも受験料が 50 ドル程度
とやすいのが魅力である。つまり，受験機会にとっ
ての，経済的問題や地理的問題がこの試験によって
大きく緩和されることになる。

TOEIC L＆ Rは，リスニングとリーディングに関
する 2技能試験であり，実用英語としておそらく世
界で最も普及している。一方，スピーキングとライ
ティングに関する試験である S＆Wについては受
験生も少なく，また会場も現状では少ない。
続いて日本国内に特化している試験について見て

いく。日本英語検定協会による TEAP（Test of

English for Academic Purposes）は日本の大学入試に
おけるアカデミック英語を主体とした 4技能試験で
あり，現状の日本の個別学力試験と非常によく似て
いる。ただし，受験層である高校学習者を意識して
CEFRの A2から C1レベルに設定されているため，
高いレベルでの分解能が高くない。

TEAP にはコンピュータベースの試験である
TEAP CBTも存在する。こちらはアカデミックな英
語を目的としているが，C1レベルの分解能がない。
このため難関大学では採用が困難であろう。ただ
し，TEAPよりも思考力重視となっている。
同じく日本英語検定協会が実施する英検（実用英

語技能検定）は，TEAPとは対照的に日常生活や職
場での英語能力を対象としている。5 級から 1 級ま
で 7段階の試験が用意されているが，それらに共通
するスコアとして英検 CSEスコアが用いられてい
る。1 級の試験は CEFRの B2から C1レベルに該
当しているため，TEAPと比較して高レベルでの分
解能が良いと言える。

GTECはベネッセコーポレーションによる英語 4
技能テストである。GTEC には Core，Basic，
Advanced，CBTの 4 種類の問題タイプが存在する
が，そのうち CEFRの C1レベルまでの判定が可能
なのは CBTのみである。ただし C1レベルに該当
するのは 1400 点満点中 1350 点から 1400 点までの
範囲に限られるため，C1レベルでの分解能は低い。

Hisao Suzuki and Tadashi Sasaki: Use of English Proficiency Tests and Conversion Tables: Quality Assurance of English Proficiency at Universities

─ 30─

J. Higher Education and Lifelong Learning 31 (2024) 高等教育ジャーナル─高等教育と生涯学習─ 31（2024）

─ 31─

表 5 C1 Advanded における評価とケンブリッジスケールおよ
びCEFRレベルの対応

ケンブリッジ
スケール

C1 Advanced
での評価 CEFR

200-210 A C2

193-199 B C1

180-192 C

160-179 Level B2 B2

表 6 ケンブリッジスケールとCEFRレベルの対応

ケンブリッジスケール CEFR

200～ C1

180～ C2

160～ B2

140～ B1

120～ A2

100～ A1



最後に，今回は換算の対象に含めないが，2 つ紹
介する。CAEL（Canadian Academic English Language

assessment）はカナダやアメリカなどの試験会場で
の受験だけでなく，オンライン版も存在するため，
世界各地で受験できる。4 技能試験であり，カナダ
の大学の英語能力証明試験としても利用されてい
る。受験料が 50 カナダドル程度と安価であるのも
魅力的である。IELTSや CEFRとの対応の研究もさ
れている（Paragon Testing Enterprises, 2017, 2021）が，
CEFRとの対応は B1から C1レベルの狭い範囲に
限定されており，日本の大学入試での利用には適さ
ないため今回は見送ることとする。
この他多くの国でも 4技能試験をもっており，国

内の入試で利用されている。たとえばマレーシアに
は，Malaysian University English Test（MUET）という
英語 4技能の試験があり，シンガポール国立大学な
どでの英語試験として認定されている。2021 年か
ら CEFRに沿った評価も取り入れてきている。

4.3 換算表の作成方法

2.2 節で見たように，各種試験実施団体はその他
の試験のスコアとの換算についてさまざまな情報を
公表している。その際によく用いられる方法の 1つ
は，同一の受験者が複数の試験を受験したデータを
使用し，その得点の相関に基づいて換算を決定する
方法である。もう 1つの方法としては 3節で見た順
位パーセントを用いるものがある。これらの方法は
いずれも試験の点数や順位に基づくものであり，各
種試験が英語能力の同じ測定しているかという点で
疑問が残る。
ここでは受験者の英語能力により焦点を当てた換

算とするため，各種試験の各 CEFRレベルに該当す
るボーダーラインを使用して換算表を作成する。つ
まり，CEFRレベルのボーダーラインの得点の換算
については，各種試験実施団体が公表している得点
を用いることになる。問題となるのはボーダーライ
ン間での換算であるが，ここでは各種試験の得点を
ケンブリッジスケールへと変換し，それを介して各
種試験の換算をする。ケンブリッジスケールを介し
た換算としたのは，CEFRの開発にケンブリッジ英
語検定が関わっており，ケンブリッジスケールと

CEFR との対応が確立しているためである
（Cambridge English, 2023）。ボーダーライン間の換
算を求める技術的な説明については付録に譲る。
今回作成する換算表は，各試験の実施団体が公表

する CEFRレベルとの対応に基づいていることか
ら，今後その対応に変更があった場合はそれに応じ
てこの換算表を改訂する必要が生じる。しかし，換
算表自体はボーダーラインのスコアに応じて機械的
に算出できるため，改訂自体は即座に可能である。

4.4 2 技能試験との併用

英語能力の測定として 4技能試験が望ましいこと
は確かだが，多くの大学では TOEFL ITP試験のよ
うに，比較的安価で大学側が管理しやすい試験が実
施されている。また，ビジネス英語に近い TOEIC L

＆ R試験は，就職活動などの観点からも受験が推奨
されている。これら 2技能試験では，スピーキング
やライティングの技能の向上に問題が生じるが，現
実問題としては，これらの試験結果を用いるが，そ
れ以外の 4技能試験を推奨するといった対応を取ら
ざるを得ない。また，大学院入試などにおいても，
TOEFL ITP試験などと共に，それらを受験しなかっ
た受験生のためにも，他の 4技能試験の成績を求め
るところもある。このような事情を考慮して，前述
の 4 技能試験だけでなく 2 技能試験，具体的には
TOEFL ITPと TOEIC L＆ Rも含めた換算表を作成
することにする。
その方法の 1つとしては，CEFRが 4技能それぞ

れについて基準を与えていることから，2 技能に
限ったスコアと CEFRレベルとの対応に基づいた
換算である。実際，TOEFL ITPと TOEIC L＆ Rに
ついてはどちらも CEFRレベルとスコアとの対応
が公表されている（ETS2023；国際ビジネスコミュ
ニケーション協会，2023）。もう 1つの方法は，こち
らも 4技能の場合に用いることができるものだが，
順位パーセントに基づく換算である。ここでは 4技
能の場合と統一して，前者の方法を用いた換算表を
作成する。換算表作成の詳細は 4.3 節と付録を参照
されたい。
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4.5 作成した換算表とその利用

前節までの内容に基づき換算表を作成した。紙幅
の都合上ここでは抜粋したもののみ表 7に示す。換
算表の完全版は著者の Researchmap マイページ
（https://researchmap.jp/ssktds/published_works）からダ
ウンロードすることができる。列ごとに各種試験の
スコアおよび CEFRのレベルが対応するよう示さ
れている。スコアが空白となっているセルについて
は，同列のそのセルより下にある空白でないセルと
同じスコアが継続しているものと解釈する。例えば
ケンブリッジスケールの 186 点および 187 点はどち
らも TOEFL iBTでは 101 点に相当する。換算の範
囲は，CEFRの A1レベルから C2の下限までとし
た。IELTS や TOEFL iBT など C2 レベル内での分
解能を持つ試験も含まれているが，日本の大学入試
や授業での使用を想定し C2レベルでの換算は考慮
していない。実際，日本国内に特化した試験である
GTEC や TEAP 等は C1 レベル全体での分解能を
持っていない。
この換算表と 2節で述べた海外の大学入試要件で

用いられている換算を比較する。IELTSと TOEFL

iBTとの対応では IELTSバンドスコア 7 に対して
TOEFL iBTスコア 100 となっており，これはアメリ
カやイギリスの大学で用いられている要件と合致し
ている。IELTS バンドスコアが 6.5 に対する
TOEFL iBTスコアは 90 であり，これはイギリスで
用いられている換算と一致している。一方で DET

との対応については，2023 年度の CEFRレベルと
の対応に基づいて換算表を作成したことから，2022
年度までに用いられている入試要件とは一致しな
い。

IELTSとの換算について表 7と公式の換算（表 1）
とを比較すると，TOEFL iBTのスコアは全体的に表
7で高くなっているが，DETのスコアは公式の対応
と大差がないことがわかる。
大学入試においてこの換算表を用いる場合，多く

の大学では C1以上の学生が少ないことから，B2ま
たは C1以上を満点にするなどとして 100 点法にす
るのが妥当であろう。また，4 技能試験に加えて 2
技能試験も併記しているが，日本人はもともとス
ピーキングやライティングスキルが平均的に低い傾

向があるため，運用上は，この換算表と共に 4技能
試験への得点 1.1 倍換算や一律 10 点を加算するな
どして，4 技能試験の受験を促進するなどの対応も
考えられる。

5．まとめ

本稿では，大学の入試や教育において民間の英語
資格・検定試験を導入するために必要となるスコア
の換算について論じた。まずアメリカ，イギリス，
オーストラリアの大学で入試要件として用いられて
いる換算表は，公式の換算だけでなく大学独自の換
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表 7 ケンブリッジスケールとCEFRレベルに基づく換算表（抜粋)

ケンブリッジ
スケール IELTS TOEFL iBT DET CEFR

200 8 114 155 C2

199 113 C1

198 112
197 111
196 110 150
195 109
194 108
193 107
192 106 145
191 7.5 105
190 104
189 103
188 102 140
187
186 101
185 7 100
184 99 135
183 98
182 97
181 96
180 95 130
179 93 B2

178 92
177 91 125
176 6.5 90
175 89
174 88
173 87 120
172 86
171 85
170 84 115



算が多く見られることがわかった。これらの差の多
くは，アカデミック英語をどの程度重視するかの差
が一因であろう。たとえば TOEFL iBTのライティ
ング問題では，ノートテイキングを想定して与えら
れた内容を要約するものがある。大学ではこのスキ
ルは大変重要であるため，大学ごとのこれらのスキ
ルの重視の差が換算表に現れることになると考えら
れる。
日本においては日本の英語 4 技能試験の CEFR

のボーダーラインについて十分なデータが公表され
ていないことと，また既存の成績に代えるために
CEFRよりも細分化された換算表が必要となること
を述べた。むろん，一つの試験に限定するという考
え方もあるが，学生の環境によっては不利益を生じ
ることが考えられる。ただし，自宅で比較的自由に
受験できる DETが登場したことで，この試験に統
一することも一つの方法と考えられる。一方海外の
大学院受験を考える場合には，TOEFLや IELTSな
どを対象としても良い。
今回作成した換算表は日本の大学における利用を

想定しているため，国際的に用いられている IELTS

や TOEFL iBTなどに限定せず，日本国内に特化し
た試験も取り入れている点が特徴である。また，2
技能試験との対応も含めて掲載しているが，実際の
運用では 4技能試験に対するインセンティブを付与
するなどの対応も検討する必要があるだろう。日本
の高等教育機関の現状に応じた，より具体的な運用
方法の検討や，換算表の妥当性の検証を進めること
が今後の課題である。
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付録：換算表作成方法の詳細

各種英語資格・検定試験の点数の換算表（表 7）を
作成する方法を説明する。上述の通り，いくつかの
試験においては各種試験の実施主体が点数の換算表
を出しているが，それらの多くは受験者の点数の相
関や順位パーセントの比較に基づいている。ここで
は，各種英語資格・検定試験の点数をケンブリッジ
英語検定で用いられているケンブリッジスケールへ
換算する方法を述べる。

1．IELTS

IELTSは世界で最も受験生が多く，大学入学資格
や移民資格に用いられている。目的が CEFRを意
識したものではないため，ケンブリッジスケールと

の変換も本来容易ではないが，もともと実施組織が
Cambridge Englishであるため，両者の比較研究につ
いてはほぼコンセンサスが得られた状態にある。
Cambridge Assessment Englishが Webサイト上で提
供している Scale Score Converterによれば表 8 のよ
うになっている。両者のスコアが厳密な線形の対応
ではないことがわかる。

Cambridge Assessment English（2019b）が公表して
いるように，IELTSからケンブリッジスケールへの
変換にあたっては最低保証されているスコアを採用
する。例えば IELTSバンド 7.0 に対応するケンブ
リッジスケールは 185 点とみなすのである。ただ
し，この表ではやはり IELTSのスケールが荒いこと
からくる誤差は否めない。そのため，一般選抜など
のように 1 点刻みの点数による入試を行う場合に
は，IELTSは入試要件から削除しておくのも方法の
一つであろう。

2．内挿曲線による換算

次に IELTS以外の各種資格・検定試験の点数をケ
ンブリッジスケールへ換算する方法を述べる。その
ために，各試験から公式に示されているスコアと
CEFRとの対応を用いる。各 CEFRレベルに該当す
るその試験の最低スコアとケンブリッジスケールの
最低スコアを基準点として，その基準点を通る多項
式曲線を求める。求められた多項式曲線を用いて最
低スコア以外におけるケンブリッジスケールへの換
算を内挿していく。最も単純な内挿多項式として
は，各基準点を結ぶ折れ線（1 次関数）とするもの
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表 8 IELTSスコアとケンブリッジスケールの対応

IELTSバンドスコア ケンブリッジスケール
8.5 205-208
8.0 200-204
7.5 191-199
7.0 185-190
6.5 176-184
6.0 169-175
5.5 162-168
5.0 154-161
4.5 147-153
4.0 142-146



や，各基準点を通る最小次数の多項式が考えられる
が，このような方法では基準点を境に内挿曲線の傾
きが大きく変化することがある。このような振る舞
いは，スコアの換算以前に各試験のスコア自体が持
つばらつきを考慮すると，できる限り避けるべきも
のである。例えば 100 点満点の試験で 50 点を取っ
た学生がもう一度同レベルの試験を受けたときに，
その得点が学生の能力と比較して相当に上振れたも
のでない限り，50 点より高得点を取る確率と低得点
を取る確率に大きな差異が無いと考えられる。もし
内挿曲線の傾きがある点を境に大きく変わっている
と，本来は同程度の能力を持つと考えられる学生の
点数の上振れ，下振れが得点の換算を通して非対称
に反映されることとなる。そこで，ここではすべて
の基準点を通る多項式曲線のうち，曲線の傾きの 2
乗平均が最小になる曲線を用いて内挿することで，
この問題をできる限り回避することを目指す。この
とき，多項式の次数をどのようにとるべきかは自明
ではないが，次数を無限大に取る極限を考えると基
準点同士を結ぶ折れ線に近づいていくため，あまり
大きな次数にすることは望ましくない。ここでは全
ての試験の換算において共通して 7次の多項式で内
挿することにする。一例として TOEFL iBTのスコ
ア換算のみ以下に示す。他の試験については換算表
の完全版とともに著者の Researchmapマイページ
（https://researchmap.jp/ssktds/published_works）におい
て公開している。

TOEFL iBTは 4 技能それぞれのスコアが 30 点満
点，総合スコアが 120 点満点であり，ETS（2021）に

よって各技能スコアと CEFRレベルとの対応が与
えられている。4技能それぞれの各 CEFRレベルに
該当する最低スコアの和をとり，CEFRレベルとケ
ンブリッジスケールとの対応スコアを用いること
で，表 9が得られる。この対応表を基準点とする内
挿曲線を求めると次のようになる。

�
120􀀽

35750000
2703 􎜂 �

200 􎜒
7

􂈒
3961375000
51357 􎜂 �

200 􎜒
6

􀀫
3286098750
17119 􎜂 �

200 􎜒
5

􂈒
13567778125
51357 􎜂 �

200 􎜒
4

􀀫
11150595125
51357 􎜂 �

200 􎜒
3

􂈒
191974605
1802 􎜂 �

200 􎜒
2

􀀫
312417719
10812

�
200􂈒

858236918
256785 �

ここで xはケンブリッジスケール，yは TOEFL iBT

の総合スコアを表す。表 7はこの多項式から求めら
れた値の小数点以下を切り捨てることで得られる。
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表 9 TOEFL iBT からケンブリッジスケールへの換算に用いる
ボーダースコア

TOEFL iBT CEFR ケンブリッジスケール
114 C2 200
95 C1 180
72 B2 160
42 B1 140


